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「福祉よこはま」は、横浜市が編集に協力しています
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地域の中で
ゆるやかにつながり続ける

東戸塚地域ケアプラザ・生活支援コーディネーター岩崎さん(左)・地域活動交流コーディネーター矢濱さん(右)▶

特 集

～つながり・支えあいの価値を見つめなおして～

高齢者食事サービス「りんどう」

　コロナ禍でさまざまな活動が休止を余儀なくされています。そんな今だからこそ地域の中
で営まれてきた活動にどのような目的や意味があったのか、つながり支えあうことの大切さ
を改めて見つめなおしてみませんか。地域の中でつながり続けることや思いを共有すること
の大切さ、再開に向けてのプロセスについて「りんどう」の活動を通して紹介します。

　高齢者食事サービスりんどうは、戸塚区社会福祉協議会・東戸塚地域活動ビューロ―(※1)
主催講座「お弁当を配達してみませんか？」に参加したメンバーが中心となり発足。地域の高
齢者と向き合っていく必要性を感じ、自分たちにできることを考え、配食活動を始めました。

　コロナ禍で活動が休止。「利用者・担い手ともに高齢で感
染の不安がある」「これまでの活動を続けていきたい」など
さまざまな思いが交錯する中、存続するか終了するか、決断
できない日々が続きました。

話し合いを重ね、活動再開へ。

29年つづく地域に根付く支えあい

●週に１回お弁当をつくり、65歳以上の一人暮らしの方やご夫婦でも食事作りが困難
な方などへ、安否確認も兼ねてご自宅に配達しています。

●60代から80代までの方が参加し、配達後にはみんなで会食、レクリエーションを
しながら親睦を深めています。(現在はコロナ感染予防のため会食は行っていません)

●誰か一人に負担が偏らないよう運営体制の見直しを行いました。
その結果、新たに事務班・調理班・配達班の3つの班をつくり、各班
に統括責任者を配置するなど、みんなで役割分担しながら活動
できるようにしました。

●お弁当が配達できない期間は、自分たちが今できることを考え、
見守りも兼ねて利用者宅を訪問しています。訪問時には、手紙を
添えて花束や消毒液をプレゼントしました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大に配慮し、調理場に立つボランティアメンバーの人数を制限したり、
複数のスペースを使用するなど、三密を避けるよう調理場のレイアウトを見直しました。また、あわせて
利用者へのヒヤリングをし、今年の４月7日、新たな体制で活動を再開しています。

お弁当の
調理

調理班事務班

当日の弁当数、参加
ボランティアスタッ
フの人数把握、お弁
当に添えるお便り
の作成、会計

利用者宅へ
お弁当を
配達

配達班

運営体制
一人ひとりの想いに寄り添う地域ケアプラザ 〜場づくりに込めた想い〜

　前代表のりんどうへの想いを受けて、存続するにしてもやめるにしても、皆さんが納得して進められるよう、それぞれの想いを語
れる場を大切にしました。活動の再開に向けて一歩踏み出せたのは、「りんどうが好き」「活動を存続させたい」という皆さんの想い
の力です。私たちはその想いに寄り添い続けることを大切にしています。りんどうは、地域の宝であり、
利用者さんにもメンバーにとってもなくてはならない活動です。　

話し合いの中では、皆さんの想いを分かりやすく「見える化」し、すでに活動を再開している
他団体の情報や取組の工夫など、状況に応じて必要な材料を提供してきました。

▲調理班メンバーの皆さん ▲事務班・配達班メンバーの皆さんと地域ケアプラザ職員

りんどうのお弁当の味は、〇〇さんち風

お弁当の調理風景

利用者宅へお弁当を配達

お弁当に添える手紙“りんどうだより”

地域の中で
ゆるやかにつながり続ける

地域の中で
ゆるやかにつながり続ける

話し合いの結果

どんな活動をしているの？

コロナ禍で

活動終了の

危機⁉

　活動再開への不安が大きい中、りんどうはお弁当の提供や配達だけでなく「地域の見守り」としての役割がある、利用
者だけでなく「自分たちにとっても必要な活動である」など、それぞれの思いを口にすることで、一人ひとりが活動の意味
や目的を見つめ直し、どうすれば再開できるかに向けて話し合いが動き出しました。

この記事に関する問い合わせは　横浜市社会福祉協議会　企画部企画課　☎045-201-2090

活動は生活の一部「自分のために」
●活動休止期間を経て、改めて自分自身にとって大事な活動だと
気づきました。

●毎週水曜日の活動が生活のリズムになっています。

利用者さんとのかかわり 力をぬいて、ホッとできる居場所
●居心地が良く、ゆるやかな雰囲気があるので活動を長く
続けられています。

●休みたい時は、みんなが協力してフォローしているので、
無理なく安心して続けていけます。

見守り、気づき、つないでいく

●週に１回お会いしているからこそ、お弁当の配達を通じて
ちょっとした変化に気づくことができ、何か気になることが
あれば、ご家族やケアプラザにつなげるようにしています。

●ほとんどのメンバーが認知症サポーター養成講座を受け
ています。認知症により予定を忘れがちな方には配達前に
電話をかけたりと一人ひとりに寄り添いながら活動してい
ます。

活動の目的や意味、

つながり続ける理由

メンバーの声より

●「お弁当の配達を楽しみにしています」「配達してくださる
方とのちょっとした会話が楽しみです」など利用者さん
からの感謝の言葉が励みになっています。

●利用者さんに教えられ、学ぶことのほうが多いです。
●担い手から配達してもらう側になった方もいますが、
活動を通して今もつながっています。

※1  現 東戸塚地域ケアプラザ
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　当時、兄が働いていた施設を訪れたところ、施設長に声
をかけていただいたのがきっかけです。職員や利用者さん
が温かく迎え入れてくれ、仕事上においても職員と利用者
さんの分け隔てなく働ける様子や作業後も利用者さんが
夕方まで残っておしゃべりしている和やかな雰囲気がとても
気に入りました。利用者として２年間働き、現在はピアスタッフ
の職員として働いています。

この仕事を始めたきっかけ

　良い意味で手を抜くことです。利用者さんの中には、仕事
に真面目なあまり体調を崩してしまう方も少なくありま
せん。自分自身も含め、手を抜くことを心掛け、利用者さん
にも積極的にお伝えしています。一人で抱え込まない、気軽
に相談できるよう配慮し、皆さんが無理なく仕事を続けら
れることを大事にしています。

心がけていること

　森の庭の活動の一つであるクッキーやパウンドケーキ
などの焼き菓子の製造販売管理や商品・パッケージ開発
をしています。また、目標工賃達成指導員という役割が
あり、利用者さんの工賃アップを目指して、販路拡大にも
取り組んでいます。新型コロナウイルス感染症の拡大に
伴い、不安がある利用者さんには、自宅でも安心して内職
作業ができるよう配慮し、希望する方には作業前後に電話
連絡を入れるなどフォローもしています。

日々の仕事

　当初は、利用者として働き始めたのでピアスタッフの
職員になれたことが嬉しかったです。利用者としての経験
があるからこそ、自分事として、利用者さんの工賃を上げて
いきたいという思いがあり、やりがいに繋がっています。
仕事を通して新たな出会いは広がり、さまざまな方に「森の
庭」を知っていただく機会が増え、働けば働くほど元気に
なっています。

喜び、やりがい

堀合 研二郎さん  に聞きました

ほり　あい けん　 じ　  ろう

利用者の声を代弁する立場で、
利用者本位の運営ができるように
働きかけていくことを大事にしています。

福
祉
の
仕
事

福
祉
の
仕
事

シリー
ズ
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ウェルじゃん
求人情報

横浜市
介護人材情報

横浜市内の
福祉人材に
関する
求人情報

◆ この記事に関するお問合せは
横浜市社会福祉協議会 企画部企画課　☎ 045-201-2090

　心に障害のある人の自立と社会参加を図ることを
目的として、焼き菓子の製造販売などの創作・生産活
動を行っています。製品は上大岡駅や磯子区役所、磯
子区内病院のほか、ネットショップでも販売してい
ます。
●森の庭オンラインショップ

https://morinoniwa.shop-pro.jp/

森の庭（就労継続支援事業所B型）

事業所の自主製品はこちらでも購入できます！

■ ピアスタッフ
障害福祉サービス事業所
森の庭（就労継続支援事業所B型）で
ピアスタッフとして働く

　障害当事者である職員。自分自身の経験や知識を
基盤として、当事者と同じ目線で接し、寄り添うこと
ができます。

ピアスタッフとは

　企業などへの就労が困難な障害のある方に、創作的
活動や就労・生産活動の機会提供、社会との交流を
促進するとともに、一人ひとりに必要な支援を行い
ます。雇用契約を結び利用するものを「A 型」、雇用
契約を結ばないものを「B型」といいます。

就労継続支援事業所とは

●ハートメイド　
　障害のある方たちが制作している自主製品
の統一ブランド。市内各所で展示販売や通信
販売用カタログの配布を行う他、ホームページ
からも購入することができます。
http://www.yokohamashakyo.jp/

siencenter/hanro/index.html
【問合せ】 横浜市社会福祉協議会 障害者支援センター

ハートメイド担当　☎045-681-1131
●よこはま障害者共同受注総合センターわーくる　
　企業や行政等からの作業や商品の発注を障害者施設等
へコーディネートします。

【問合せ】 わーくる担当　☎045-306-9910

お勧めは
パウンドケーキ、
とても美味しいです !

昨年度の緊急事態宣言中は、
駅や役所などでの販売機会が
減少しました。
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横浜市ボランティアセンターより

　令和３年４月に開業した日本初の都市型ロープウェイ「ヨコハマエアキャビン（以下エアキャビン）」を運行する泉陽興業
株式会社様から、様々なハンディを持っている方にも安全に、安心して横浜の空中散歩を楽しんでもらいたいとの相談を
いただきました。横浜市ボランティアセンターで講師のコーディネートをし、チケット売り場やロープウェイ乗降場所の
スタッフを対象に、障害理解などの講義、車いす利用者や視覚障害のある方を誘導する実技研修を行いました。

泉陽興業株式会社 ｢ヨコハマエアキャビン｣事業所スタッフへの講義・実技研修

講 師 横浜市総合リハビリテーションセンター(以下リハセンター)

横浜市ボランティアセンターからのお知らせ

安心安全に
楽しんで

いただきたい

より良い
おもてなしを
したい

障害のある方の
立場で考えて
みよう

安心して横浜の空中散歩を
楽しんでいただけるように

　身体障害をはじめ、知的障害や精神障害
の各障害(特性、配慮すべきことなど)について
理解を深めました。
　参加者からどのように声をかけて誘導を
したらよいかなどについて質問があり、講師
が答える形で学びました。

　車いすの介助法を学んだ後、車いすでエアキャビンを
乗降し、段差のあるところなどでの介助時の留意点を確認
しました。

　視覚障害のある方への誘導方法を学びました。疑似体験
ゴーグルをつけた介助される役と介助役になり、チケット
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みなさまからお寄せいただいたご寄付は、地域の助けあい、
支えあい活動のため、有効に活用させていただきます。

ご寄付いただきました （福祉基金）
横浜信用金庫 様

ご支援・ご協力ありがとうございました。順不同・敬称略　令和3年1月1日～3月31日受付分

善意銀行　金銭寄付者
●MHIパワーエンジニアリング 株式会社 横浜統括部
●株式会社 ベルク フォルテ森永橋店 お客様一同
●一般財団法人 よこしんふれあい財団 理事長 大前 茂
●横浜市社会福祉センター利用者一同
●土志田建設 株式会社
善意銀行　物品寄付者
●株式会社 ＮＢ建設
●相鉄グループ CSR 推進事務局
●相模鉄道 株式会社
●相鉄バス 株式会社
●相鉄ステーションリテール 株式会社
●相鉄ローゼン 株式会社
●株式会社 葉山ボンジュール
●相栄フーズ 株式会社
●相鉄不動産 株式会社
●相鉄不動産販売 株式会社
●株式会社 相鉄リビングサポート
●株式会社 相鉄アーバンクリエイツ
●横浜ベイシェラトン ホテル＆タワーズ

●株式会社 相鉄ホテルマネジメント
●株式会社 相鉄ホテル開発
●相鉄企業 株式会社
●横浜熱供給 株式会社
●株式会社 相鉄ピュアウォーター
●相鉄ビジネスサービス 株式会社
●相鉄ホールディングス 株式会社

●株式会社 インフィニティー
●田村 昭
●NTTテクノクロス 株式会社
●JXアイティソリューション 株式会社
●公益財団法人 みずほ教育福祉財団 理事長 塚本 隆史
よこはま　あいあい基金寄付者　
●宗教法人 世界平和統一家庭連合横浜家庭教会
障害者年記念基金寄付者　
●よこはまシニアボランティアポイント登録者
●株式会社 大宮ゴルフコース 代表取締役 甘糟 澄子
福祉基金寄付者　
●横浜幸銀信用組合
●匿名（5件）

ヨコハマ寄付本寄付者　
●サンシティみなとみらいEAST
●横浜市瀬谷区社会福祉協議会
●いづみの会
●株式会社 ニューフレアテクノロジー
●横浜移動サービス協議会
●横浜市港南区社会福祉協議会
●老人福祉センター 横浜市野毛山荘
●株式会社 三菱ＵＦＪ銀行
●横浜市麦田地域ケアプラザ
●横浜市旭区社会福祉協議会
●横浜市篠原地域ケアプラザ
●匿名（42件）

　昨年12月に横浜信用金庫様からご寄付をいただき、新型コロナウイルス
感染症の影響を受ける「ひとり親世帯」など、困窮する方への食支援の取組に
活用させていただきました。ヨコ食ハッピーギフトを受け取ったみなさんからの
メッセージをご紹介します。

横浜市ボランティアセンターでは、寄付のご相談をお受けしています。
 ☎ 045-201-8620

　新型コロナウイルス感染症は私たちの暮らしに大きな影響を及ぼし、多くの活動が中止を余儀なくされました。こうした中、市内の各地
では、不安や葛藤を抱えながらもさまざまな創意工夫のもと今できる形で活動を再開したり、新たなつながりから課題に向き合ったり
と、少しずつ地域活動が広がりはじめています。
　本フォーラムを通じて地域でこれまで営まれてきた地域活動やつながりの意味を見つめなおし、これからも寄り添い支えあえる地域
づくりを一緒に考えていきましょう。

ご寄付をいただき、
ありがとう
ございました！！

詳細は
こちらから
ご覧ください。

ありがとうメッセージ

【申込み・問合せ】
横浜市社会福祉協議会 企画部
☎ 045-201-2090

よこはま地域福祉フォーラム開催します！
変わりゆく日常でも よりそえるまちへ ～つながり、再始動～

リスタート

基調講演講師

▲

室田 信一 氏

第6回

配信期間 令和3年9月24日（金）～12月24日（金）
開催方法 YouTubeによる録画配信
内　　容 〈基調講演〉「つながり続ける地域づくりのために」

講師：東京都立大学　准教授 室田 信一 氏
〈分 科 会〉このまちで、つながりつづける　など2分科会

むろた　しんいち

詳細は
こちらから▶

ヨコ食ハッピーギフトfor一人暮らし女性

時 期
内 容

共 催

令和3年3月
「国際女性デー（3月8日）」にあわせて、コロナの影響等により食の
支援を希望する一人暮らし女性1,000人にお米券等をお届けしました
横浜市男女共同参画推進協会

ヨコ食ハッピーギフトforひとり親家庭

時 期
内 容

共 催

令和3年2月
コロナの影響等により食の支援を希望する425世帯にお米券等を
お届けしました
横浜市母子寡婦福祉会

白米が大好きな４才の息子が
「おにぎりたくさん食べられるね。
シャケたくさんいれてね」と
とても喜んでいました。

誰かが見てくれている、
一人じゃないという

気持ちになり、とても元気を
いただけました。

ありそうでなかった
単身女性に向けての支援、
大変ありがたかったです。

成長期の子どもも大喜びで、
「ごはんたくさん食べれるね！

お手伝いするね！」と
笑顔でいっぱいです。

〈ホームページ〉「《コロナ下》 女性のしごとと暮らし 電話相談」はこちらから

〈ホームページ〉
「母子寡婦福祉会」はこちらから

横浜市社会福祉協議会からのお知らせ

YouTubeによる録画配信

横浜市
ボランティア
センター

※寄付者については、
　横浜市ボランティアセンターの
　ホームページでも掲載させて
　いただいています。
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前号の感想

市民のために福祉・ボランティアさん
が多くの縁の下の力持ちになってくだ
さっているのを情報誌で知りました。
言語聴覚士の仕事を知りました。老若
の世代の問題で幅広い領域で活躍され
ているのには頭がさがります。今後期
待いたします。

（磯子区　N.Y）

点訳ボランティアグループ「インテグラル」の記事を読みました。
根気のいる作業で、知識のフル活用だと感じました。頭の下がるおもいです。
視覚に障がいのある方にとって、点訳を通して知識を得ることはとても大切だと感じました。

（磯子区　Y.F）

「言語聴覚士」（ST）を初めて知り、興味を持ち

ました。
趣味で手話コーラスを続けて 30 年余り…。そ

のスキルを利用して、ろうあの中学生、高校生

に手話で数学、英語を教えています。彼らに手

話を教えてもらうことも多いです。フフフ…

「福よこ」を通じて、世の中の縁の下の力持ちの

皆様の活動を知ることができ、感謝です !!

 （港南区　五十嵐 節子）

「多様性」はとてつもなく広い意味があり、分かりにくいところがありますが、フォトグラファーの後藤さんの活動を通して「日常の中にある幸せのカタチ」が写しだされ、共感を感じました。写真に写っている皆さんの笑顔に私も幸せを感じました。
 （泉区　フーミン）

〈発　　行〉
社会福祉法人 横浜市社会福祉協議会
〒231-8482 横浜市中区桜木町1-1
☎045-201-2090 
FAX：045-201-8385
Eメール：fukuyoko@yokohamashakyo.jp
URL：http://www.yokohamashakyo.jp

〈デザイン 〉
株式会社 オールスタッフ

前号198号の福よこクイズの答えは、Q1：幸せ　Q2：ST　Q3：よこはま でした。たくさんのご応募ありがとうございました。

クイズ福よこ

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、地域活動やボランティア
活動が休止や延期を余儀なくされています。そのような状況の中でも、
これまでの活動を見直したり、さまざまな工夫や取組をすることで、新し
い発見があるかもしれません。今回の取材で、地域の中でゆるやかに
つながり続けること、思いを共有すること、つながり支え合うことの
大切さを改めて感じました。

編
集
後
記

「福祉よこはま」は、共同募金配分金の
一部を活用して発行しています。

次号 ▼No.200　令和3年9月 発行予定

【項目】
１）Ｑ１～３の答え
２）郵便番号・住所
３）氏名（ふりがな）
４）年齢　５）電話番号
６）福祉よこはまの入手方法
７）福祉よこはまの感想
８）「みんなの声」次号掲載時
の氏名の掲載可否（匿名希望
の場合はイニシャルを記載）

ご応募・ご感想
　お待ちしています！

【個人情報取扱】
※応募に関わる個人情報については、当選者への
発送及び福祉よこはま紙面作成の参考にのみ
利用させていただきます。

広告

応募方法
はがき・FAX・Eメールにて、
右記をご記入のうえお送り
ください。
抽選で１５名の方に
プレゼントを差し上げます。

締め切り：
令和3年7月30日（金）必着
【応募先】
〒231-8482
横浜市中区桜木町1-1
横浜市社協
「福よこクイズ」係
ＦＡＸ：０４５-２０１-８３８５
Eメール：fukuyoko@yokohamashakyo.jp特集：高齢者食事サービス○○○○は、東戸塚地域ケアプラザを拠点

に活動するグループです。（ひらがな4文字）
福祉の仕事：今回インタビューした堀合さんは、◯◯スタッフとして活躍
しています。（カタカナ２文字）

市社協情報：第◯回よこはま地域フォーラムは、「変わりゆく日常でも　
よりそえるまちへ」をテーマとして開催されます。（数字1文字）

「青桐茶房　お弁当袋」プレゼント!

ママフォトグラファーの後藤さんの撮った写真が、

とてもよかったです。これからも、活動が続いていっ

てほしいなと思いました。“ 幸せ ” を感じました。

 （保土ケ谷区　F.N）

横浜市社協は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています

後藤さんの写真どれも皆温か味があり、希望に満ちあふれているようで気持ちがほっこりしました。今後のご活躍期待します。
（磯子区　Y.M）

色はお任せください

人気のお弁当袋。裏地も可愛いです。
　青桐茶房（神奈川区）は、精神に障害がある方が
通う地域活動支援センターです。布製品とお菓子
を作っており、店頭にて販売も行っています。布
製品は布地を少しずつ仕入れて、作り手が自由に
組み合わせているので、同じ組み合わせの商品が
作られる事は少なく、ほぼ一点物です。お弁当袋
はマジックテープと紐の両方で留める仕様になって
います。
〈ホームページ〉https://seito-sabou.com/
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